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　坊新田町から栄町にか
けて続く「ようやっと坂」を
下った周辺の安全を見守り
十数年。昔と比べて子どもは
減っていますが、「おはよう。
いってらっしゃい」と呼び掛
けると、元気な声や表情を
見せてくれる子が多いのは
今も変わっていません。数年
前に道路が広がり、信号機
が付いて安心して渡れるこ
とは、地域にとってありがた
いことです。
　ようやっと坂といえば沼田
まつり。坊新田町の山車が
下ってきたら、栄町の両町で
上まで押し上げるのが習わ
しになっています。

　坂の暮らしは慣れれば良いもの。毎日景色
を楽しんでいます。ここにはもう長く住み、登
下校する多くの小学生や高校生を見届けてき
ました。「おばあちゃん、こんにちは」と、明る
く声を掛けてもらえるとうれしいものです。水
路のカニと遊んでいる子どもたちの姿にも元
気をもらっています。
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通学路となっている坂は市内
に多くあり、さまざまな地域で
子どもの安全を守っています
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「おばあちゃん」の呼び掛け　うれしい

▼横から見た団子坂。さまざまな表
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▲坂の途中のトンネルは、一風変わった写真
スポットにも。榛名坂へ出る道もある
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[特集]　地形から生み出された暮らしの坂




